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問い合わせ先　環境部環境政策課水と緑の係　�０３－３４３０－１２９８
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　はじめに狛江市緑の基本計画改
定検討委員会 委員長の東京農業
大学 宮林�幸教授から基調講演
をいただきました。
　ワークショップでは市内の心地
よさを感じる緑や大切にしたい緑
を出しあい、多摩川や野川、狛江
弁財天池特別緑地保全地区が魅力
的であるという意見が多く挙がり
ました。
　また、心地よさを感じる緑や大
切にしたい緑を増やしていくアイ
デアには緑道や公園の樹木に樹名
板をつける、緑に関する活動の情
報を得られる仕組みをつくる、緑
の基礎知識を
学ぶ場をつく
るなどが挙が
りました。

���

���������
�������	

　第２回目のワークショップでは
市内の守っていきたい樹林地や農
地を出しあいました。樹林地は西
野川樹林地や東野川三丁目樹林地
などのほか、古墳周辺の樹林、社
寺林、河川敷の樹林などが挙がり
ました。また、農地は市民農園や
体験農園、生産緑地などが挙がり
ました。
　樹林地や農地を守るためのアイ
デアは、狛江市の樹林地や農地に
ついて知ることができる情報発信
をする、市民ボランティアによる
樹林地管理を行う、樹林地や落ち
葉の活用などが挙がりました。
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　第３回目のワークショップでは大
人グループと子どもグループに分か
れ、市内の公園や緑道のいいところ
や気になるところ、魅力が高まるア
イデアについて話しあいました。
　公園や緑道の魅力が高まるアイデ
アについては、大人グループでは公
園の魅力や季節に応じた情報を発信
する、公園に特色やシンボルをつく
る、市民や地域主体の公園管理を進
めるなどの意見が挙がりました。
　子どもグループでは魅力を高める
ため公園にあったらうれしいものは
何かを考え、ツリーハウスやハンモ
ックがほしいなどの自由な意見が挙
がりました。
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発表も 
行いました!
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